
所報タイトル「団結」は所内で掲げる 

平成 24年度の目標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 / 小林 政氏 

発 行 日 / 2012年 2月 1日 

 

平成２４年 1月２１日（土）当事務所の恒例行事である

「川崎大師への祈願」及び「新年会」が行われました。 

当日は薄暗い中、５時過ぎに交通安全祈祷

殿に集合。大本堂でのお護摩祈願、交通安全

祈願を行ってから事務所へ戻りました。 

そして新年会では所長の訓示から始まり、各

部門の方針や目標、各個人の抱負等を発表し、

今年一年の決意を確認し合いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の干支は、十二支の中で唯一空想の生き物とされる「辰」です。それに因んで、竜にま

つわる【ことわざ】や【格言】を少しご紹介します。 

 

「竜頭蛇尾」（りゅうとうだび） 

  …初めは勢いがあるが、終わりは振るわないこと 

「竜虎相搏つ」（りゅうこあいうつ） 

…優劣のつけにくい二人の強豪が勝負するたとえ 

「竜の雲を得たるがごとし」（りゅうのくもをえたるがごとし） 

…竜が雲を得て天に昇るように、英雄豪傑などが機を得て活躍するたとえ 

「竜馬の躓き」（りゅうめのつまずき） 

…どんなに優れた馬でも時には躓くことがあるようにどんな賢い人でも失敗することが あると

いうたとえ 

「竜蟠鳳逸の士」（りゅうばんほういつのし） 

  …優れた才能を持ちながら、まだ世に出ないでいる人物 

「竜の髭を蟻が狙う」（りゅうのひげをありがねらう） 

  …弱い者が身の程を考えずに強い者に立ち向かうこと 

「竜吟ずれば雲起こる」（りゅうぎんずればくもおこる） 

  …英雄や豪傑が行動を起こすと、多数の同志が影響を受けて立ち上がるというたとえ 

当事務所では 

新年会終了時に右目を 

仕事納めの際に左目を 

入れています。 

だるまの目を入れる際、どちら目のから入れるのが正しいのか？と

いう疑問の声を良く耳にします。 

だるまの目は、願い事の種類、宗教、産地などによって異なる為、

一概にどちらが正しいという決まりはありません。地方によっては、

最初から両目を入れる所もあるそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月１５日より所得税の確定申告がいよいよ始まります。 

そこで確定申告に必要な証明書や書類等を記載しますので、ご準備をできるだけお

早めにお願い致します。 

 

・給与所得、公的年金等の源泉徴収票 

・配当金の支払調書 

・国民健康保険料 領収書等（平成２３年中に支払った金額） 

・社会保険料（国民年金保険料）控除証明書 

・生命保険料控除証明書 

・地震保険料控除証明書 

・医療費領収書（平成２３年中の支払いであり、合計で１０万円又は、 

総所得金額等の５％のうち、いずれか低い方の金額が対象） 

 

事業を営んでいる方、不動産収入のある方、土地・家屋等を売却した方は下記の書類

も併せてご用意願います。 

 

 

事業を営んでいる方 

・預金残高証明書 ・借入金残高証明書 ・棚卸表 ・売掛金明細（未収金） 

・買掛金明細（未払金・未払費用） ・事業に関する通帳の写し 

 

不動産収入のある方 

・不動産収入明細 ・不動産支払調書 ・固定資産税課税台帳（名寄帳） 

・契約書、経費領収書 ・借入金返済予定表（支払利息の表示あり） 

 

平成２３年中に土地・家屋等を売却した方 

・売買契約書 ・支払手数料等の領収書 ・登記簿謄本 ・取得時の売買契約書 等 

 

※税務署から送付のありました申告書・決算書用紙は、必ず保管しておいて下さい。 

 （前年に電子申告にて個人所得税の確定申告をされた場合は、税務署からの申告書・

決算書用紙の送付はありません。） 

 

※ご不明な点やご質問等がございましたら、当事務所の担当者までお気軽に 

お尋ね下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～いつも自分のそばに書き記し、時には戒めとし、 

時に励みにしている言葉は何でしょう？～ 

今月は、６名の座右の銘を紹介します。 

岡 部 由 里 

【その上なるものを取らば貪なさん、その下なる 

ものを取らば偽なさん、故にその中を取れり】 

この言葉は、中国の三国時代の魏王・曹操の正室の

卞（べん）皇后の言葉です。 

ある時、曹操が手に入れた複数の耳飾を卞皇后に選

ばせると、中級の品を取ったため理由を聞くと「上等

な物を選ぶと欲深な者と思われ、下等な品を選べば偽

りの倹約とされるので、中ほどのものを選びました」

と言ったそうです。 

欲張りすぎず謙遜しすぎない事。簡単なようで難しい

ですが、いつでも胸に留めて何事にもよく考えて行動

しようと思っています。 

宮 川  守 

【 瓜 田 李 下 】 

 中学時代の担任の先生が、必ず試験のときに黒板に

大きな文字で「李下に冠、瓜田に履」と書いていまし

た。振り返って、大変懐かしい思い出です。カンニン

グをしないことはもちろんのこと、カンニングを疑わ

れる様な事はするなという意味でしょう。 

 李(すもも)の木の下で冠を直すな、瓜畑で靴を履き

直すな、他人から疑われるようなことは、初めからし

ないほうが良いという教えです。どんなに苦しくとも

道理に背くような事はしてはならない(悪木盗泉)と

いう意味もあるようです。 

 この複雑な現代社会で、いつどの様な災い、冤罪に

巻き込まれるかわかりません。常に襟を正して暮らし

ていきたいものです。 

名 越 由 美 

【どんなに悔いても過去は変わらない。 

どれほど心配した所で未来もどうなるものでもない。 

今、現在に最善を尽くす事である。】 

これは、松下幸之助の言葉です。 

確かに過去は変えられないし、未来を心配してもな

るようにしかなりません。今を大切しよう、くよくよ

後悔してもはじまらないし・・・。だからもう少しの

人生、今を楽しくこれから後悔しないように生きて行

けたらいいなといつも思っています。 

久 保 孝 一 

【上を向いている限り絶対にいいことがある】 

これは、私が大好きなカズ選手（三浦知良）著書の

本「やめないよ」に書かれていた言葉です。彼の「諦

めない心」「前に進む気持ち」が現在でも第一線で活

躍できる証だと感じます。 

誰でも年を重ねると、下を向きがちになりチャレン

ジすることを恐れてしまいます。 

リスクを恐れず、チャレンジする。 

どんな時でも、上を向き続けるような自分を作りた

いと思います。 

菊 地 祥 代 

【あわてず、あせらず、あきらめず。】 

私は、昔から急ぐことがとても苦手でした。失敗を

してしまうのが怖いからです。周りの人も、急いでい

る人には声をかけづらいと思います。自分が落ち着い

ているからこそ、周りが見え冷静な判断が出来ます。 

だから私は、周りに安心感を与えられるように落ち

着いて行動したいと常に心掛けています。 

星 野 秀 明 

【努力は必ず報われる。もし報われない努力が 

あるのなら、それはまだ努力とは呼べない。】 

この言葉は、通算８６８本のホームラン世界記録を

持つ王貞治氏の言葉です。 

世界記録を持つ王氏の言葉だからこそ納得させられ

る言葉ですが、このような言葉がいえる王氏は私たち

が想像もできないような努力をしてきたのでしょう。 

この言葉を胸に何事にも努力を重ねていきたいも

のです。 

 


